
４月２２日に行った第４回交渉が
決裂したこしがや支部は、翌日から
赤旗・腕章闘争に入りました。
こしがや支部では、組合員の奮闘

の結果、多額の営業利益を確保する
ことが出来ました。しかし会社は、
新型コロナの影響によって親会社の
業績が悪化していることを理由に、
賃上げはゼロ回答、一時金は昨年同
額を提示してきました。

支部では、コロナ渦で奮闘してい
る組合員の生活改善を図るため粘り
強く交渉し闘っていく事を意思統一
しました。
東自教では、こしがや支部の奮闘

に、激励行動を実施する予定です。


